
展示期間中、下記の関連行事を行います。ふるってご参加下さい。
◇記念講演会
　 ・「元禄地震と平塚」講師：下重　清氏（東海大学）　3 月 22 日 ( 日 ) 
　 ・「歴史に学ぶ防災論：関東大震災は語る」講師：武村雅之氏（名古屋大学） 3 月 28 日 ( 土 )
　　※各回とも会場は博物館講堂、時間は 14 時～ 15 時 30 分、 参加自由（先着 80 名）
◇特別展展示解説
　3 月 21日 ( 土 )・4 月 4 日 ( 土 )・11日 ( 土 )・25 日 ( 土 )・5 月 9 日 ( 土 )　各回 13 時～ 13 時 55 分、参加自由
◇野外見学会
　 ・「関東大震災の記念碑をたどる」　日時：4 月 5 日（日）13 時～ 16 時
　 ・「巡って学ぶ自然災害と微地形（平塚駅～撫子原～上平塚）」日時：4 月11日（土）13 時～ 16 時
　※各回とも定員 30 名。往復はがきで申込（3 月 20 日（金）消印有効）。応募多数の場合は抽選。雨天時は博物館講堂で解説。
◇天変地異シンポジウム「平塚周辺の自然災害を考える」
　講師：博物館学芸員　日時：4 月19 日（日）13 時～ 16 時　会場：博物館講堂　参加：自由（先着 80 名）
◇防災講演会「東日本大震災以降の平塚市の災害対策」
　講師：災害対策課職員　日時：4 月 25 日（土）　14 時 30 分～ 16 時　会場：博物館講堂　参加：自由（先着 80 名）

春期特別展「　　　　　　　平塚周辺の自然災害」関連行事

　2011 年 3 月11日に起きた東日本大震災は記憶に新しいこ
とでしょう。三陸沖の深さ約 24 kmで発生したこの巨大地震
は、地震そのものによる被害のほか、津波、火災、福島第一
原子力発電所の事故に伴う放射能汚染や大規模停電など、未
曾有の大災害をもたらし、東日本太平洋沿岸のみならず、日
本全国に大打撃を与えました。この震災による死者・行方不
明者は18,000人以上、建築物の全・半壊は40万戸以上に達し、
未だ 23 万人以上の方々が避難生活をおくり、復旧作業が長
期化しています。
　この地震は国内観測史上最大のマグニチュード 9.0 で、西
北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型の海溝型地震でし
た。東北日本の日本海溝沿いでは数十年～百数十年に一度程
度、マグニチュード 7 ～ 8.5 程度のプレート境界地震が起きて
いましたが、今回の地震は、歴史上珍しい、1,000 年に一度
程度か、それ以上の間隔の低頻度大規模地震だったのです。
　ここでは、東日本大震災の東北地方の被害の状況と、復興
への取り組みについて写真で紹介します。平塚周辺でのこの
地震による被害については、特別展「天変地異―平塚周辺の
自然災害」の中で紹介します。

寄贈品コーナー「3.11 東日本大震災写真展」
会期：3 月 5 日（木）～ 5 月 10 日（日）

液状化によるマンホールの抜け上がり
（山形県蔵王町円田）

津波により建物２階に乗り上げたバス
（宮城県石巻市雄勝町）
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